
11
月
29
日

現
地
視
察

視
察
団
は
仙
台
市
内
か
ら
、

JR
バ
ス
東
北
の
観
光
バ
ス
を
仕

立
て
、
福
島
駅
前
西
口
を
最
終

合
流
点
と
し
、
29
日
11
時
30
過

ぎ
に
出
発
。
本
日
の
主
な
視
察

地
点
は
原
ノ
町
・
小
高
・
浪
江

の
各
駅
と
常
磐
線
沿
線
で
、
被

災
後
の
現
状
と
ま
た
国
道
6
号

線
開
通
に
よ
る
交
通
事
情
等
の

観
察
で
あ
る
。

川
俣
町
を
過
ぎ
飯
舘
村
に
入

る
と
、
除
染
物
が
詰
め
込
ま
れ

た
黒
や
青
色
の
塊
（
コ
ン
パ
ッ

ク
）
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
る
。

同
時
に
社
内
に
2
個
あ
る
線
量

計
が
に
わ
か
に
鳴
り
だ
し
た
。

車
載
の
線
量
計
は
0.3
μ
Sv
以

上
か
ら
警
告
音
が
発
せ
ら
れ
る

と
い
う
。
個
人
的
に
は
緊
張
感

が
高
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
周

り
に
い
る
視
察
経
験
者
に
は
さ

ほ
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。

JR
の
線
路
内
で
Ｔ
Ｃ
型
列
車

接
近
警
報
装
置
と
い
う
可
搬
型

の
警
報
装
置
を
使
用
し
た
こ
と

が
あ
る
方
は
、
線
路
外
に
退
出

後
も
鳴
動
す
る
Ｔ
Ｃ
列
警
の
ス

イ
ッ
チ
を
切
ら
ず
に
そ
の
ま
ま

放
置
し
た
経
験
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
「
ピ
ー
、
ピ
ー
」
と
鳴
動

す
る
警
報
装
置
を
煩
わ
し
く
思

わ
な
く
な
る
よ
う
に
、
人
間
の

「
音
に
対
す
る
慣
れ
」
に
よ
る

鈍
感
さ
と
い
う
か
順
応
性
が
構

築
さ
れ
る
た
め
だ
と
思
う
。

横
道
に
逸
れ
た
が
、
「
危
険

だ
ぞ
」
の
警
告
音
が
、
始
終
鳴

り
っ
ぱ
な
し
だ
と
危
険
と
は
感

じ
に
く
く
な
り
、
怖
い
事
だ
。

な
に
せ
相
手
は
放
射
能
だ
。

味
も
臭
い
も
な
く
、
線
量
計
が

な
け
れ
ば
そ
の
存
在
に
さ
え
気

が
つ
か
な
い
…
。
「
警
笛
を
鳴

ら
し
接
近
す
る
列
車
」
と
は
勝

手
が
違
う
の
で
あ
る
。

バ
ス
は
原
ノ
町
駅
前
に
到
着

し
若
干
の
休
憩
。
駅
構
内
を
跨

ぐ
人
道
橋
に
上
る
と
煤
け
た
よ

う
な
汚
れ
が
付
着
し
た
ス
ー
パ
ー

ひ
た
ち
が
震
災
時
か
ら
の
姿
を

見
せ
る
。
動
く
当
て
の
な
い
金

属
の
塊
は
沈
黙
を
守
っ
た
ま
ま

ど
こ
か
寂
し
げ
だ
。

さ
ら
に
バ
ス
は
運
転
見
合
わ

せ
区
域
の
原
ノ
町
以
南
へ
進
む
。

予
定
の
小
高
駅
は
、
大
型
バ
ス

の
取
り
回
し
を
考
慮
し
て
、
今

回
は
見
送
る
こ
と
に
。
6
号
線

を
南
下
し
浪
江
を
目
指
す
。
時

折
視
界
に
入
る
線
路
沿
線
は
、

支
持
物
が
壊
れ
架
線
が
垂
下
し

て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
地
震
の

威
力
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。

東
北
自
動
車
支
部
の
大
倉
元

委
員
長
の
ご
自
宅
前
を
通
過
し

線
路
近
接
地
で
下
車
。
線
路
に

目
を
や
れ
ば
、
橋
梁
の
橋
桁
が
、

達
磨
落
と
し
の
様
に
ズ
レ
て
い

る
。
穏
や
か
な
田
畑
の
風
景
と

は
裏
腹
に
、
線
量
計
は
1
μ
Sv

を
超
え
て
き
た
。

更
に
移
動
し
た
浪
江
駅
前
は

人
の
気
配
が
な
く
廃
墟
の
町
と

化
し
て
い
る
。
時
折
工
事
用
の

大
型
車
両
が
通
過
す
る
の
み
だ
。

失
礼
を
承
知
の
上
で
言
わ
せ

て
も
ら
え
ば
、
一
つ
の
「
町
」

と
い
う
単
位
の
地
域
が
消
滅
し

た
と
表
現
で
き
る
。
こ
ん
な
こ

と
が
許
さ
れ
る
の
か
。
「
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
」
と
言
い

放
っ
た
総
理
大
臣
の
顔
が
浮
か

ぶ
。
国
と
東
京
電
力
は
責
任
を

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

く
感
じ
る
。

自
己
責
任
に
お
い
て
通
行
が

許
さ
れ
た
6
号
線
（
歩
行
・
バ

イ
ク
不
可
、
駐
停
車
禁
止
）
を

更
に
南
下
し
双
葉
町
と
大
熊
町
、

富
岡
町
か
ら
楢
葉
町
に
入
る
と

「
あ
れ
が
東
京
電
力
福
島
第
二

原
発
」
と
坂
本
福
島
支
部
長
か

ら
説
明
が
あ
り
、
車
内
の
緊
張

感
は
一
気
に
高
ま
る
。
線
量
計

の
数
値
が
4
か
ら
10
μ
Sv
の
間

で
ラ
ン
ダ
ム
に
読
み
上
げ
ら
れ

る
と
、
な
ぜ
か
呼
吸
が
浅
く
な

る
。
常
磐
道
の
広
野
I
・
C
か

ら
専
用
道
路
に
乗
り
、
磐
越
道

を
経
由
し
て
郡
山
に
到
着
。
夕

食
を
交
え
た
交
流
会
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
参
加
動
機
や
感
想
を

述
べ
て
も
ら
い
、
よ
り
一
層
懇

親
を
深
め
あ
っ
た
。

11
月
30
日

交
流
学
習
会
・
現
地
集
会

翌
日
の
30
日
の
午
前
中
は
、

ホ
テ
ル
プ
リ
シ
ー
ド
で
視
察
参

加
者
に
よ
る
学
習
会
が
企
画
さ

れ
、
始
め
に
狩
野
光
昭
い
わ
き

市
義
（
国
労
議
員
団
）
よ
り
、

「
フ
ク
シ
マ
の
現
状
と
取
組
み
」

と
題
し
た
報
告
を
受
け
た
。
続

い
て
水
戸
地
方
本
部
坂
本
福
島

支
部
長
か
ら
は
「
常
磐
線
復
旧

を
は
じ
め
と
し
た
現
状
と
取
組

み
」
と
題
し
た
報
告
を
受
け
、

参
加
者
ら
は
現
在
の
福
島
県
民

の
実
情
や
苦
悩
、
ま
た
鉄
道
沿

線
の
状
況
や
そ
こ
に
働
く
者
の

実
態
に
つ
い
て
も
学
び
合
っ
た
。

引
き
続
き
、
午
後
の
現
地
集

会
は
、
水
戸
地
本
46
人
と
仙
台

地
本
55
人
の
組
合
員
ら
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
、
本
部
菊

地
書
記
長
は
、
「
帰
還
の
動
き

も
あ
る
が
、
本
当
に
安
全
・
安

心
な
の
か
疑
問
。
目
で
見
た
こ

と
聞
い
た
こ
と
を
全
国
に
広
げ

反
原
発
と
再
稼
働
反
対
の
闘
い

を
広
げ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

講
演
で
は
、
大
内
良
勝
氏

（
福
島
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
事

務
局
次
長
）
と
吉
田
有
沙
氏

（
前
高
校
生
平
和
大
使
）
が
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
意
見
を
述

べ
た
。
（
吉
田
さ
ん
の
報
告
の

ほ
ん
の
一
部
だ
が
掲
載
す
る
）

吉
田
有
沙
さ
ん
報
告
抜
粋

「
（
前
略
）
原
発
、
放
射
能

に
つ
い
て
も
様
々
な
考
え
や
思

い
の
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い

ま
す
。
で
も
、
今
を
作
る
大
人

の
方
々
に
は
本
当
に
す
べ
き
、

正
し
い
選
択
を
し
て
欲
し
い
で

す
。犠

牲
の
も
と
に
成
り
立
つ
豊

か
さ
は
本
当
に
必
要
で
す
か
…

命
を
脅
か
す
様
な
便
利
さ
は

本
当
に
必
要
で
す
か
…

私
は
今
を
築
く
の
が
大
人
で
、

未
来
を
築
く
の
が
若
者
だ
と
思

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
を
築

く
大
人
の
方
々
に
は
、
子
供
た

ち
が
明
る
い
未
来
を
築
け
る
よ

う
な
道
標
を
作
る
責
任
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
生
ま
れ
て
く

る
新
し
い
命
や
、
震
災
後
の
世

界
し
か
知
ら
な
い
子
供
た
ち
が
、

本
当
に
暮
ら
し
や
す
い
未
来
を

つ
く
る
た
め
に
、
正
し
い
選
択

を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
先
続
く
未
来
を
ず
っ

と
考
え
て
い
て
く
だ
さ
い
。

ほ
ん
の
少
し
の
時
間
で
も
い

い
で
す
。
大
切
な
方
と
一
緒
に

考
え
て
く
だ
さ
い
。
（
後
略
）
」

各
地
方
か
ら
の
報
告

ま
た
、
原
発
立
地
関
係
地
本

（
米
子
・
盛
岡
・
新
潟
・
静
岡
・

北
海
道
・
四
国
・
九
州
）
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
闘
い
の
現
状
な
ど

の
報
告
を
受
け
、
認
識
を
深
め

あ
っ
た
。
最
後
に
本
部
菊
地
書

記
長
が
ま
と
め
を
行
い
団
結
頑

張
ろ
う
で
終
了
し
た
。
【
昌
】
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12
・
10

第
3
回
地
方
執
行
委
員
会

第
1
回
春
闘
事
務
局
会
議

12
・
13

第
56
回
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

12
・
20

第
44
回
安
プ
ロ
・
第
35
回
支
部
業
長
合
同
会
議

12
・
25

団
交
（
15
年
3
月
ダ
イ
ヤ
改
正
支
社
提
案
）

合
理
化
対
策
会
議

  
国
労
本
部
の
主
催
に
よ
る
「
国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
・
視
察
学

習
会
」
が
、
11
月
29
日
〜
30
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

 
昨
年
に
続
き
、
第
二
回
目
と
な
る
被
災
地
で
の
視
察
学
習
会

に
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
の
組
合
員
ら
43
人
が
参
加

し
た
。
ま
た
二
日
目
の
取
組
み
で
あ
る
交
流
学
習
会
は
郡
山
市

内
ホ
テ
ル
プ
リ
シ
ー
ド
で
行
わ
れ
、
水
戸
地
本
福
島
支
部
や
仙

台
地
本
福
島
県
支
部
の
組
合
員
ら
総
勢
130
人
が
会
場
に
足
を
運

び
、
原
発
の
現
状
や
放
射
能
汚
染
の
問
題
な
ど
環
境
や
人
的
被

害
に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
課
題
に
つ
い
て
学
び
合
っ
た
。

Ｎo . 2688
2014年12月25日
発行責任者 大沼 元

編集責任者 武田昌仙留置されたままのスーパーひたち（原ノ町駅）

大地震でずれた橋脚

浪江駅前の灯具は落ちたまま



結
成
大
会
で
は
、
星
議
長
を

選
出
し
、
冒
頭
、
堀
口
設
立
準

備
会
代
表
は
「
こ
の
間
、
郡
連

協
の
総
会
に
お
い
て
も
各
分
会

か
ら
分
会
統
合
の
意
見
が
出
さ

れ
て
い
た
。
今
年
3
月
27
日
に

分
会
代
表
を
招
集
し
、
以
降
議

論
を
重
ね
今
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
各
分
会
も
40
年
以

上
の
歴
史
が
あ
り
、
多
く
の
困

難
を
乗
り
越
え
て
国
労
運
動
を

継
承
し
て
き
た
。
問
題
は
山
積

み
だ
が
最
優
先
の
課
題
は
『
組

織
強
化
・
拡
大
』
の
取
組
。

若
い
人
で
50
歳
を
超
え
、
大

量
退
職
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

現
状
で
は
、
国
労
の
名
前
も

組
織
も
消
滅
し
て
し
ま
う
。
歴

史
あ
る
国
労
の
旗
を
守
る
た
め

も
う
一
度
奮
闘
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
挨
拶
し
た
。

そ
の
後
、
14
年
度
運
動
方
針

（
案
）
が
提
起
さ
れ
、
今
後
一

年
間
の
諸
課
題
、
財
政
の
確
立
、

当
面
の
運
動
の
展
開
、
規
約
、

財
政
と
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

旧
分
会
代
表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

決
意
表
明
を
受
け
た
後
、
初
代

執
行
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
、

堀
口
委
員
長
の
団
結
頑
張
ろ
う

で
閉
会
し
た
。

◆
ビ
ッ
ク
ロ
モ
の
故
障
時
、
モ
ー

タ
ー
カ
ー
で
牽
引
は
可
能
だ
が

推
進
（
押
し
て
進
む
）
は
禁
止

と
説
明
さ
れ
た
箇
所
も
あ
る
。

救
援
方
法
が
根
本
的
に
変
わ
る

こ
と
で
あ
り
、
説
明
が
必
要
。

◆
12
月
3
日
の
仙
山
線
事
故
で

は
、
山
形
保
技
セ
の
初
動
が
極

め
て
遅
く
、
要
員
確
保
や
復
旧

体
制
を
整
え
る
様
子
も
な
か
っ

た
。
ま
た
Ｍ
Ｃ
Ｒ
の
運
転
手
等

Ｐ
会
社
頼
り
一
辺
倒
。
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
体
制
の
ツ
ケ
が
如
実
に

現
れ
た
。
（
保
線
）

◆
磐
越
東
線
・
大
越
駅
機
器
室

の
発
動
発
電
機
の
燃
料
ホ
ー
ス

に
亀
裂
が
あ
り
約
90
ℓ
燃
料
漏

れ
。
同
種
設
備
の
点
検
・
確
認

が
必
要
。
ま
た
排
気
管
と
床
材

に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
職
場
で
改
善
を
要
求
し

て
い
る
が
進
捗
が
な
い
。
今
後

対
策
委
員
会
に
相
談
が
必
要
。

（
信
通
）

◆
太
子
堂
駅
で
の
Ｔ
Ｓ
Ｓ
女
子

社
員
の
労
働
環
境
。
女
子
ト
イ

レ
・
休
養
室
が
な
い
状
態
で
泊

ま
り
勤
務
を
実
施
。
改
善
を
求

め
、
年
度
内
に
改
善
の
見
込
み
。

◆
郡
山
駅
の
一
部
業
務
委
託
。

異
常
時
対
応
訓
練
が
さ
れ
て
い

な
い
の
で
求
め
て
い
く
。

（
駅
・
営
業
）

◆
幹
総
の
車
両
。
ア
ス
ベ
ス
ト

が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
解
体
す

る
と
飛
散
の
恐
れ
。
総
務
科
と

話
を
し
て
い
る
。
14
年
総
合
車

セ
業
務
改
善
の
見
極
め
。
要
求

を
集
約
し
申
を
提
出
す
る
。

（
工
場
）

◆
仙
山
線
倒
木
に
よ
る
架
線
支

障
事
故
後
、
奥
羽
本
線
庭
坂
〜

関
根
間
と
仙
山
線
作
並
〜
山
寺

間
で
巡
視
強
化
と
機
械
除
雪
へ

の
添
乗
す
る
旨
の
文
書
が
設
備

部
（
仙
台
電
力
技
セ
長
名
で
も

同
文
書
）
か
ら
12
月
10
日
に
出

さ
れ
た
。
着
雪
注
意
報
が
発
令

さ
れ
れ
ば
除
雪
機
械
運
転
と
添

乗
が
発
令
さ
れ
る
内
容
。
12
月

15
日
か
ら
既
に
4
回
添
乗
し
て

お
り
、
長
時
間
添
乗
（
最
大
12

時
間
）
で
疲
労
困
憊
、
要
員
逼

迫
で
現
場
は
悲
鳴
。
相
談
な
し

で
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
。
改
善
を
求

め
る
。
（
電
力
）
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地方本部は来春闘に向けた取組みにつ

いて、今年も春闘事務局会議を立ち上

げ、第一回事務局会議を12月10日に開

催しました。今後の事務局会議は、第

二回が1月14日（水）18時30分、第三回

が2月12日（木）18時30分の予定です。

なお、第一回の会議で確認された事項

では、事務局体制の確立（未定の支部

は事務局で確認する）と教宣担当者の

次回会議までの選出についてです。国

労仙台総行動と国労東北総決起集会の

開催日については、同日と別日の意見

があり、再度それぞれの支部に持ち帰

り、第二回の事務局会議で決定する予

定です。

退
職
の
お
知
ら
せ

11
月
30
日
付

高
橋

健
悦
さ
ん

東
工
所

JR
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

小
林

捨
三
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区

テ
ク
ノ
利
府

加
藤

修
司
さ
ん

新
庄
連
合

○
エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
退
職

鈴
木

健
次
さ
ん

福
島
地
区
（
駅
）

（
テ
ク
ノ
福
島
）

稲
村

英
雄
さ
ん

若
松
地
区

（
仙
建
若
松
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

◆
２
０
１
５
春
闘
勝
利
活
動
家
交
流
集
会

1
月
11
日
（
日
）

10
時
30
分
〜
16
時

仙
台
市

ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ

◆
地
本
組
織
強
化
対
策
会
議

1
月
17
日
（
土
）
13
時
〜
18
日
（
日
）
12
時

松
島
町

ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘

11
月
12
日
、
郡
山
市
ビ
ッ
ク
ア
イ
に
お
い
て
、
郡
山
設
備
分

会
結
成
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
郡
山
保
線
区
分
会
・
郡
山
信

通
区
分
会
・
郡
山
電
力
技
セ
分
会
・
福
島
建
築
分
会
の
4
分

会
を
統
合
し
、
組
合
員
数
42
人
の
「
郡
山
設
備
分
会
」
と
し

て
発
足
し
た
。
【
報
告
・
村
田
通
信
員
】

◆
一
般
異
動

12
月
1
日
付

菊
地

尚
一
さ
ん

テ
ク
ノ
福
島
↓
テ
ク
ノ
郡
山

▼
師
走
に
入
り
、
風
邪
を
引

い
た
。
こ
の
数
年
、
い
や
そ

れ
以
上
か
、
風
邪
ら
し
き
も

の
を
患
っ
た
記
憶
が
な
く
、

久
し
ぶ
り
に
骨
身
に
こ
た
え

た
。
「
た
か
が
風
邪
で
」
と

大
病
と
闘
っ
た
経
験
者
や
現

に
闘
い
続
け
て
い
る
方
か
ら

は
一
笑
に
付
さ
れ
よ
う
▼
た

だ
人
そ
れ
ぞ
れ
に
、
感
じ
方

や
事
の
大
小
の
受
け
止
め
方

は
違
う
。
そ
れ
ゆ
え

に
私
た
ち
組
織
人
は
、

生
ま
ず
た
ゆ
ま
ず
議

論
し
続
け
、
よ
り
よ

い
道
を
選
択
す
べ
く

努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
▼
ま
た
組
織

は
時
に
人
を
呑
み
込

み
、
己
の
意
と
は
反

し
た
方
向
に
進
む
こ
と
も
ま

ま
あ
る
。
そ
の
時
ど
う
対
処

す
る
か
…
。
難
し
い
事
で
は

あ
る
が
、
し
か
し
避
け
て
は

通
れ
な
い
道
で
も
あ
る
▼
小

生
の
場
合
で
は
、
残
念
な
が

ら
対
処
し
き
れ
ず
反
省
す
る

こ
と
し
き
り
で
あ
る
が
、
周

り
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
謙

虚
さ
は
失
わ
ず
に
い
た
い
。

謙
虚
な
反
省
を
な
く
し
て
は
、

前
進
す
る
こ
と
す
ら
難
し
い
。

本
人
は
前
進
の
つ
も
り
で
も
、

空
回
り
も
ま
ま
あ
る
。
改
め

て
自
身
の
言
動
を
振
り
返
る

こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
う

▼
政
治
の
場
で
は
、
（
過
去

を
）
振
り
返
る
こ
と
を
忘
れ

た
安
倍
首
相
の
暴
君
振
り
が

目
に
付
い
た
。
年
末
の
総
選

挙
の
結
果
で
は
日
本
共
産
党

の
目
覚
ま
し
い
躍
進
が
あ
っ

た
。
だ
が
総
体
で
は
、
今
後

政
権
が
目
指
す
未

来
予
想
図
が
透
け

て
見
え
そ
う
な
結

果
だ
▼
た
だ
確
か

に
結
果
は
出
た
が
、

最
終
結
論
で
は
な

い
。
経
過
・
通
過

点
で
あ
る
。
負
け

惜
し
み
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
で
幾
多
の
負
け
を
経

験
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
の
思

い
で
あ
る
▼
我
々
の
粘
り
強

さ
は
筋
金
入
り
だ
。
負
け
の

経
験
を
明
日
に
活
か
す
術
も

持
ち
得
て
い
る
。
怖
い
も
の

は
何
も
な
い
。
む
し
ろ
恐
れ

て
い
る
の
は
砂
上
の
楼
閣
に

潜
む
相
手
側
で
な
い
か
。
仲

間
と
共
に
手
を
携
え
、
ス
ク

ラ
ム
を
組
み
、
明
日
か
ら
ま

た
歩
を
進
め
よ
う
。
【
昌
】

◆
郡
山
設
備
分
会
役
員

執
行
委
員
長

堀
口
裕
一

（
郡
山
信
号
通
信
班
）

新
白
河
MC

執
行
副
委
員
長

若
竹
敏
男

（
福
島
建
築
班
）

BT
郡
山
（
エ
ル
ダ
ー
）

書
記
長

小
桧
山
聡

（
郡
山
保
線
班
）

郡
山
保
技
術
セ
ン
タ
ー

執
行
委
員

大
橋
康

（
郡
山
信
号
通
信
班
）
郡
山
MC

執
行
委
員

高
橋
巧
卓

（
郡
山
新
幹
線
保
線
班
）

郡
山
幹
線
保
技
術
セ
ン
タ
ー

執
行
委
員

伊
倉
伊
美
夫

（
郡
山
電
力
班
）
新
白
河
MC

執
行
委
員

鈴
木
久
幸

（
郡
山
信
号
通
信
班
）

郡
山
信
通
技
術
セ
ン
タ
ー

会
計
監
査

代
田
清

（
郡
山
信
号
通
信
班
）

郡
山
信
通
技
術
セ
ン
タ
ー

会
計
監
査

加
藤
充
彦

（
郡
山
新
幹
線
保
線
班
）


